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町
の
人
口
は
、
国
の
人
口
減
少

抑
制
目
標
を
考
慮
す
る
と
、
２
０

６
０
年
に
６
２
７
５
人
を
確
保
・

維
持
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
合
計
特
殊
出

生
率
※
を
２
・

（
平
成

年
１
・

０７

２４

）
ま
で
伸
ば
し
、
若
者
世
代
の

５２転
出
超
過
動
向
を
抑
制
す
る
と
と

も
に
、
町
の
立
地
基
盤
を
生
か
し

た
産
業
振
興
と
連
動
し
た
人
口
定

住
対
策
と
新
規
参
入
お
よ
び
Ｕ
タ
ー

ン
等
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
転
入
を
促

し
て
い
く
取
り
組
み
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

し
て
、
町
民
が
一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
む
こ
と
で
、
最
小
の
経
費
で

最
大
の
効
果
を
上
げ
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
戦
略
を
着
実
に
推
進
す

る
た
め
、
施
策
お
よ
び
関
連
事
業

の
進
捗
を
見
直
し
な
が
ら
施
策
の

改
善
を
重
ね
て
い
く
こ
と
と
し
て

お
り
、
そ
の
た
め
客
観
的
な
検
証

に
資
す
る
重
要
業
績
評
価
指
標

（
Ｋ
Ｐ
Ｉ
）
を
設
定
し
、
毎
年
度

検
証
し
、
公
表
し
て
い
き
ま
す
。

◎
基
本
理
念

総
合
戦
略
で
は
、「
松
崎
に
暮
ら

す
ひ
と
の
喜
び
が

多
く
の
人
を

誘
う

ま
ち
づ
く
り
」
を
基
本
理

い
ざ
な念

に
掲
げ
て
い
ま
す
。
町
民
が
こ

の
町
に
暮
ら
す
喜
び
を
湧
き
立
て

る
町
づ
く
り
を
通
し
て
、
町
の
魅

力
を
発
信
し
、
多
く
の
人
々
が
こ

の
町
に
集
い
、
こ
の
町
に
住
む
こ

と
に
誇
り
を
感
じ
る
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
、
取
り
組
み
を
展
開
し

て
い
き
ま
す
。

◎
戦
略
体
系

４
つ
の
循
環
（
環
境
・
文
化
の

松崎町 まち・ひと・しごと創生

人口ビジョン・総合戦略【概要版】

総
合
戦
略
は
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

に
掲
げ
る
人
口
の
将
来
展
望
実
現

に
向
け
、
住
民
と
関
係
団
体
と
の

強
い
連
携
に
よ
り
、
平
成

年
度

２７

か
ら
平
成

年
度
ま
で
の
５
年
間

３１

の
重
点
的
な
人
口
減
少
対
策
を
ま

と
め
た
も
の
で
す
。

こ
の
戦
略
は
、「
松
崎
町
日
本
で

最
も
美
し
い
村
推
進
委
員
会
」
を

中
心
に
策
定
お
よ
び
着
実
な
推
進

を
図
る
と
と
も
に
、
住
民
協
働
を

戦
略
推
進
上
の
不
可
欠
な
視
点
と

松松
崎
に
暮
ら
す
ひ
と
の
喜
び
が

多
く
の
人
を
誘
う

ま
ち
づ
く

松
崎
に
暮
ら
す
ひ
と
の
喜
び
が

多
く
の
人
を
誘
う

ま
ち
づ
く
りり

い
ざ
な

献
献
松
崎
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
総
合
戦
略

献
献

人
口
ビ
ジ
ョ
ン

総

合

戦

略

循
環
、
ひ
と
・
経
済
の
循
環
、
子

育
て
・
教
育
の
循
環
、
健
康
長
寿
・

安
心
社
会
の
循
環
）
施
策
・
事
業

を
展
開
す
る
こ
と
で
、「
未
来
へ
の

循
環
」
軌
道
を
回
し
て
い
き
ま
す
。

「
環
境
・
文
化
の
循
環
」
で
は
、

石
部
棚
田
や
な
ま
こ
壁
の
建
造
物

等
、
地
域
の
特
徴
的
な
資
源
を
地

域
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
捉
え
、
未
来

へ
継
承
し
て
い
く
た
め
の
施
策
を

展
開
し
て
い
き
ま
す
。

「
ひ
と
・
経
済
の
循
環
」
で
は
、

安
定
し
た
雇
用
の
創
出
と
人
の
流

れ
を
作
る
た
め
、
産
業
を
け
ん
引

す
る
人
材
の
育
成
や
地
場
産
業
の

創
生
・
育
成
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

「
子
育
て
・
教
育
の
循
環
」
で

は
、
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
希
望

の
実
現
を
図
る
た
め
、
子
育
て
を

社
会
で
支
え
る
環
境
づ
く
り
や
心

に
残
る
教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

「
健
康
長
寿
・
安
心
社
会
の
循
環
」

で
は
、
生
涯
現
役
社
会
の
実
現
と

防
災
対
策
の
拡
充
に
よ
る
定
住
促

進
を
図
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課
（
４
２
）
３
９
６
４

※
合
計
特
殊
出
生
率
・
・
・

～
15

49

歳
ま
で
の
女
性
の
年
齢
別
出
生
率
を

合
計
し
た
も
の

町
の
人
口
は
、
１
９
８
０
年
に
１
万

人
で
あ
っ
た
も
の
が
、
２
０
１

１３

０
年
に
は
７
６
４
３
人
と
な
り
、
２
３
７
０
人
の
大
幅
な
減
少
と
な
っ
て

い
ま
す
。
少
子
高
齢
化
に
歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、
日
本
創
成
会
議
が
示
し

た
推
計
値
で
は
、
２
０
４
０
年
の
町
の
人
口
は
、
４
１
５
２
人
と
な
り
、

人
口
減
少
対
策
は
待
っ
た
な
し
の
状
況
で
す
。

こ
う
し
た
中
、
町
で
は
平
成

年
度
に
将
来
人
口
推
計
を
踏
ま
え
、
将

２７

来
の
人
口
展
望
と
そ
の
実
現
に
向
け
た
重
点
的
な
施
策
・
事
業
を
ま
と
め

た
、
「
松
崎
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
総
合
戦
略
」

を
策
定
し
ま
し
た
。
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平成２８年度 松崎町消防団役員名簿

人 員
管 轄 区 域副分団長小隊分団長

分

団 分団小 隊

５９

２９東・西・南・北・中瀬戸 正志１
馬場 篤

（宮内）

１
分
団

１５宮内・伏倉石田 和也２

１４道部渡辺 満３

３４
２０江奈１・２・３・４大石 裕司１齋藤 克敏

（江奈１）

２
分
団 １３櫻田鈴木 智也２

３４

１３吉田・南郷・建久寺・那賀山田 正１
山本 良明

（南郷）

３
分
団

１０船田・門野舩津 健一２

１０峰輪細田 洋治３

2３
１３大澤・明伏・小杉原山崎 一弥１山本 衛

（明伏）

４
分
団 ９池代山本 芳紀２

４６

１６山口・指川・金沢稲葉 有文１

佐藤 岩夫

（金沢）

５
分
団

１０野田・中村・松尾後藤 静夫２

９峰山本 博３

１０八木山田口 宏樹４

４０

１３岩地斎藤 秀雄１
齋藤 達雄

（岩地）

６
分
団

１３石部窓橋 敦司２

１３雲見窓橋 博久３

２４８合 計

【問合せ】 総務課消防防災係 電話４２－３９６３（直通）

人員
山田本部長

稲葉 豊一

後藤 育正
副団長山田 宗太郎団 長

本

部 １２

山田団長による訓示

整列する消防団員

辞令を受ける団員

宣誓する 藤孝太新入団員

山
本
前
消
防
団
長
の
退
任
に
伴

い
、
新
年
度
と
な
っ
た
４
月
１
日
、

齋
藤
町
長
か
ら
山
田
団
長
に
辞
令

交
付
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

平
成

年
度
松
崎
町
消
防
団
入

２８

団
式
が
４
月
１
日
に
環
境
セ
ン
タ
ー

文
化
ホ
ー
ル
で
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

式
で
は
新
役
員
や
新
、
再
入
団

員
総
勢

人
の
代
表
者
に
対
し
、

７２

山
田
団
長
か
ら
辞
令
書
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
新
入
団
員
を
代
表
し
て

第
５
分
団
第
２
小
隊
の

藤
孝
太

団
員
が
「
命
令
や
規
則
を
守
り
、

良
心
に
従
っ
て
、
忠
実
に
消
防
の

義
務
を
遂
行
す
る
こ
と
を
誓
い
ま

す
」
と
力
強
く
宣
誓
し
ま
し
た
。

山
田
団
長
は
「
少
子
高
齢
化
等

消
防
団
を
と
り
ま
く
環
境
は
厳
し

い
も
の
で
す
が
、
安
全
で
住
み
よ

い
町
づ
く
り
、
そ
し
て
あ
ら
ゆ
る

災
害
か
ら
町
民
の
生
命
、
身
体
、

お
よ
び
財
産
を
守
る
と
い
う
消
防

使
命
の
遂
行
に
あ
た
り
、
町
民
の

負
託
に
こ
た
え
る
消
防
団
づ
く
り

に
精
進
し
よ
う
」
と
訓
示
し
、
防

災
体
制
の
充
実
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。 新

年
度
の
体
制
整
う

新
団
長
に
山
田
宗
太
郎
氏

★★地域の安全を守る★★

松松松松松松松松松松松松松松松松崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎町町町町町町町町町町町町町町町町消消消消消消消消消消消消消消消消防防防防防防防防防防防防防防防防松崎町消防団団団団団団団団団団団団団団団団団
入入入入入入入入入入入入入入入入 団団団団団団団団団団団団団団団団入 団 式式式式式式式式式式式式式式式式式
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平
成

年

月
１
日
を
基
準
日

２７

１０

に
行
わ
れ
た
国
勢
調
査
に
ご
協
力

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

国
勢
調
査
は
、
日
本
に
住
ん
で

い
る
全
て
の
人
と
世
帯
を
対
象
と

す
る
国
の
最
も
重
要
な
統
計
調
査

で
、
大
正
９
年
か
ら
ほ
ぼ
５
年
ご

と
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
人
口
と
世
帯
数
に

つ
い
て
、
速
報
値
が
公
表
さ
れ
ま

し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

町
の
人
口
は
、
前
回
の
平
成
２２

年
に
実
施
さ
れ
た
国
勢
調
査
に
比

べ
て
８
１
６
人
（

・
７
％
）
の

１０

減
少
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
世
帯
数
に
つ
い
て
は
、

１
８
６
世
帯
（
６
・
２
％
）
の
減

少
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
確
定
値
に
つ
い
て
は
、

今
年
の
秋
頃
に
発
表
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

世帯（戸）人口（人）

平成２２年平成２７年平成２２年平成２７年

３，０１８２，８３２７，６５３６，８３７松 崎 町

－１８６－８１６増 減 数

－６．２％－１０．７％増 減 率

１，３９９，１４０１，４２７，０７７３，７６５，００７３，７０１，１８１静 岡 県

２７，９３７－６３，８２６増 減 数

２．０％－１．７％増 減 率

池
田
町
は
、
長
野
県
北
安
曇
郡

の
南
部
に
位
置
し
、
北
ア
ル
プ
ス

の
雄
大
な
山
容
を
一
望
で
き
る
景

観
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。面
積
は

・
４０

平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
標
高
は

１８６
０
０
丿
で
、
年
間
を
通
じ
て
雨

量
が
少
な
く
、
昼
と
夜
の
気
温
差

が
大
き
い
典
型
的
な
内
陸
性
気
候

の
町
で
す
。
人
口
は
１
万
３
０
０

人
、
世
帯
数
は
３
９
０
０
世
帯
で
、

３
分
の
２
を
山
地
が
占
め
て
い
ま

す
。平

成

年

月
、
地
域
資
源
で

２１

１０

あ
る
「
北
ア
ル
プ
ス
の
眺
望
と
安

曇
野
の
田
園
里
山
」
の
保
存
等
に

よ
り
、
将
来
に
わ
た
っ
て
美
し
い

郷
土
を
守
っ
て
い
く
こ
と
を
目
的

に
美
し
い
村
連
合
に
加
盟
し
ま
し

た
。
平
成

年
に
推
進
委
員
会
を

２３

立
ち
上
げ
、
美
し
い
ま
ち
づ
く
り

推
進
計
画
を
策
定
、「
自
然
・
環

境
・
景
観
の
保
全
と
向
上
を
基
本

と
し
た
地
域
づ
く
り
」
等
４
つ
の

基
本
項
目
を
設
定
し
、
町
民
を
取

池田町役場での研修

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課
（
４
２
）
３
９
６
４

『
平
成

年
国
勢
調
査
』
速
報
値
公
表

２７

前
回
比
８
１
６
人
（

・
７
％
）
の
人
口
減
少

１０

１
８
６
世
帯
（
６
・
２
％
）
の
世
帯
数
減
少

り
込
ん
だ
活
動
を
展
開
し
て
き
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
活
動
が
認
め
ら

れ
、
加
盟
後
５
年
ご
と
に
行
わ
れ

る
審
査
で
は
継
続
し
て
の
加
盟
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
２
期
目
と
な
る
美
し
い
ま
ち

づ
く
り
推
進
計
画
で
は
、
前
期
の

反
省
を
も
と
に
、
環
境
・
景
観
・

人
づ
く
り
の
３
つ
の
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
町
民
・
団
体

が
積
極
的
に
参
加
で
き
る
よ
う
な

活
動
を
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

環
境
で
は
全
町
清
掃
デ
ー
の
設
定

や
ゴ
ミ
の
減
量
化
等
、
景
観
で
は

花
と
ハ
ー
ブ
を
中
心
と
し
た
景
観

整
備
や
塗
料
支
給
に
よ
る
ガ
ー
ド

パ
イ
プ
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
色
彩

統
一
等
、
人
づ
く
り
で
は
町
民
一

丸
の
挨
拶
運
動
等
、
町
民
み
ん
な

で
何
か
を
や
ろ
う
と
の
考
え
方
か

ら
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
の
松
崎
町
が
行
っ
て
き
た

町
づ
く
り
と
共
通
す
る
も
の
が
多

い
と
感
じ
ま
し
た
。

池
田
町
は
特
に
盛
ん
な
産
業
が

あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
出
生
率
も

高
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
昭
和
４５

年
当
時
よ
り
人
口
１
万
数
百
人
を

維
持
し
て
い
ま
す
。
要
因
と
し
て

は
北
ア
ル
プ
ス
を
眺
め
な
が
ら
の

生
活
を
求
め
、
近
隣
の
松
本
市
や

安
曇
野
市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
化
等

が
考
え
ら
れ
る
よ
う
で
す
。

こ
の
た
め
、
町
で
は
土
地
開
発

公
社
に
よ
る
宅
地
分
譲
を
行
っ
た

り
、
C
O
2
削
減
へ
の
取
り
組
み

と
し
て
太
陽
光
発
電
の
普
及
に
も

力
を
入
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら

と
美
し
い
村
を
う
ま
く
融
合
さ
せ
、

５
年
後
の
再
々
審
査
に
向
け
て
活

動
を
展
開
し
て
い
く
と
の
こ
と
で

し
た
。

【
第

グ
ル
ー
プ
記
】

１１

美
し
い
村
連
合
へ
の
加
盟

２
期
目
へ
の
取
り
組
み

今
後
の
展
開

日
本
で
最
も
美
し
い
村
の
取
組
み
に
つ
い
て

（
長
野
県
池
田
町
）

地
方
創
生
戦
略
策
定
調
査
報
告
⑦
（
全

回
）

１１
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◎
歯
み
が
き
と

魚
は
骨
も
ま
る
ご
と
◎

８
０
２
０
の
秘
訣
を
尋
ね
た
と

こ
ろ
、
お
二
人
と
も
「
特
別
な
こ

と
は
し
て
い
な
い
け
れ
ど
、
歯
み

が
き
と
、
昔
か
ら
魚
は
骨
ま
で
ま

る
ご
と
食
べ
て
い
た
。
よ
く
噛
む

よ
う
に
し
て
い
る
」
と
の
こ
と
で

し
た
。
渡
邉
さ
ん
は
「
夜
は
歯
間

ブ
ラ
シ
を
使
っ
た
り
、
時
々
歯
科

医
院
で
歯
の
検
診
も
し
て
も
ら
っ

て
い
る
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

お
二
人
と
も
素
敵
な
笑
顔
が
印

象
的
で
、
食
事
は
支
障
な
く
何
で

も
食
べ
ら
れ
、
元
気
に
ご
自
分
の

趣
味
を
楽
し
み
な
が
ら
生
活
を
し

て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

555

静
岡
県
歯
科
医
師
会
が
実
施
し

た
、
平
成

年
度
噛
む
カ
ム
ケ
ア

２７

８
０
２
０
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、

賀
茂
地
区

人
の
入
賞
者
の
う
ち
、

１０

松
崎
町
よ
り
２
人
の
方
が
入
賞
し

ま
し
た
。

町
で
は
、

歳
、

歳
、

歳
、

３０

４０

５０

歳
の
方
を
対
象
に
歯
科
医
院
に

６０委
託
し
歯
周
病
検
診
を
行
っ
て
い

ま
す
。

８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８
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８
０
２
０
目
指
し
て
健
口
づ
く
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり

【
が
ん
検
診
の
時
期
到
来
】

早
期
発
見
で
寿
命
が
延
び
る
！

○
胃
が
ん
・
肺
が
ん
検
診

５
月
９
日
（
月
）
～

各
地
区

【
対
象
】

・
胃
が
ん
検
診

歳
以
上

３５

・
肺
が
ん
検
診

歳
以
上

４０

○
大
腸
が
ん
・
前
立
腺
が
ん
検
診

５
月

日
（
火
）
～

２４

特
定
健
診
と
同
時
実
施

【
対
象
】

・
大
腸
が
ん
検
診

歳
以
上

４０

・
前
立
腺
が
ん
検
診歳

以
上
男
性

５０

※
前
立
腺
が
ん
は
、
当
日
会
場
で

申
し
込
み

す
で
に
申
し
込
み
の
あ
っ
た
方

に
は
、
問
診
票
等
を
郵
送
し
て
い

ま
す
が
、
転
入
や
退
職
等
で
新
た

に
検
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

健
康
福
祉
課
（
４
２
）
３
９
６
６

平成２７年
歯周病検診受診率

は
つ
ら
つ
高
齢
者
の
８
０
２

は
つ
ら
つ
高
齢
者
の
８
０
２
００

噛
む
カ
ム
イ
ン
タ
ビ
ュ

噛
む
カ
ム
イ
ン
タ
ビ
ュ
ーー

松
崎
町
の
歯
周
病
検
診

松
崎
町
の
歯
周
病
検
診
のの

状
況
は

状
況
は
……

渡邉 義明さん（中村）

＊
「
８
０
２
０
」
と
は
…

「

歳
に
な
っ
て
も
自
分
の
歯

８０
を

本
以
上
保
と
う
」
と
い
う

２０
運
動
の
こ
と

健
康
づ
く
り
は
「
食
べ
る
」
こ

と
か
ら
始
ま
り
、
食
べ
る
こ
と
は

「
口
」
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
コ
ン

ク
ー
ル
入
賞
者
の
お
二
人
の
よ
う

に
齢
を
重
ね
て
も
元
気
に
過
ご
せ

る
よ
う
口
や
歯
の
こ
と
に
も
関
心

を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

【
問
合
せ
】

健
康
福
祉
課
（
４
２
）
３
９
６
６

９．０％

８．０％

７．０％

６．０％
３０歳 ４０歳 ５０歳 ６０歳

６．７％

７．７％
８．０％

６．７％

３０４人中２２

人しか受け

ていない!!

この２２人のう
ち、１５人が歯
周病等で「要
精密検査」!!

松崎町マスコットキャラクター
「まっちー」

冊Ｃ松崎町

町
の
人
事

○
副
町
長
に
指
出

巖
氏

町
議
会
３
月
定
例
会
に
お
い
て
、

副
町
長
の
選
任
議
案
が
提
出
さ
れ
、

指
出
氏
を
副
町
長
に
選
任
す
る
こ

と
に
つ
い
て
賛
成
多
数
で
同
意
さ

れ
ま
し
た
。

指
出
氏
の
副
町
長
就
任
は
４
月

１
日
か
ら
で
す
。

○
監
査
委
員
に
土
田

利
雄
氏

同
じ
く
３
月
定
例
会
で
監
査
委

員
の
選
任
の
議
案
が
提
出
さ
れ
、

土
田
利
雄
氏
を
再
任
す
る
こ
と
に

つ
い
て
全
員
賛
成
で
同
意
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】

総
務
課
（
４
２
）
３
９
６
３

岡村 岡三さん（道部）
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副町長に就任した指出氏



平
成

年
度
当
初
に
当
た
り

２８

４
月
１
日
、
平
成

年
度
の

２８

ス
タ
ー
ト
に
当
た
り
、
全
職
員

に
対
し
、
訓
示
を
行
い
ま
し
た
。

訓
示
の
中
で
今
年
度
は
、「
日

本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合
の

臨
時
総
会
や
牛
原
山
の
再
整
備

計
画
等
、
町
民
の
皆
様
に
協
力

し
て
い
た
だ
く
事
業
、
さ
ら
に

は
、
町
の
基
本
計
画
で
あ
る
第

５
次
総
合
計
画
の
「
一
人
ひ
と

り
が
主
役
と
な
り
、
活
力
と

や
す
ら
ぎ
と
感
動
の
あ
る
ま

ち
」
の
さ
ら
な
る
推
進
に
向

け
、「
町
が
町
民
の
た
め
に
何

か
を
す
る
の
で
は
な
く
、
町

民
が
町
の
た
め
に
何
か
を
す

る
」
と
い
う
意
識
を
持
っ
て

ま
ち
づ
く
り
に
参
画
し
て
い

た
だ
く
た
め
、
職
員
も
意
識

改
革
を
行
う
必
要
が
あ
る
こ

と
を
訴
え
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

私
が
職
員
に
常
々
言
っ
て

い
る
「
５
Ｓ
（
整
理
、
整
頓
、

清
掃
、
清
潔
、
躾
）
運
動
」
の

さ
ら
な
る
徹
底
を
呼
び
か
け
、

町
民
の
皆
様
が
「
役
場
は
町
の

役
に
立
つ
人
が
集
う
場
所
」、「
職

員
は
町
の
財
産
で
あ
る
」と
思
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
、
各
業
務
を

遂
行
す
る
中
で
町
民
の
皆
様
と

協
働
す
る
仕
組
み
を
構
築
し
て

ま
い
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
今
年
度
か

ら
副
町
長
に
元
教
育
長
で
あ

る
指
出
巖
氏
に
就
任
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。副
町
長
に
は
、

職
員
の
先
頭
に
立
っ
て
教
育
現

場
で
培
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
経
験

と
知
識
を
十
分
に
発
揮
し
て

い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

こ
う
し
た
志
の
も
と
、
新

年
度
の
町
政
の
舵
取
り
を
行
っ

て
い
く
所
存
で
す
。

松
崎
町
長

齋
藤

文
彦

町長室からこんにちは ◯７７

４月10日、松崎港にて、みなとでみんなと
「春のピカ市」が開催されました。フリーマー
ケットの出店やアイドルのライブ等で会場は盛
り上がりました。

３月２５日、石部区では、春の訪れを告げるヒ
ジキ刈りが行われました。参加者は、海岸の岩
場に生えそろったヒジキを手際よく刈り取りま
した。

４月1７日、旧石井豆腐店にて、富士ゼロック
スの社員や地域おこし協力隊、役場職員等で、
シェアオフィスとしてのオープンに向けて、意
見交換会を行いました。

４月３日、中川三聖まつりが開催され、依田
佐二平文化賞表彰式や松崎幼稚園中川園園児に
よる歌とダンスの発表等が行われました。

雨もあがり、多くの来場者でにぎわいました。

6

「春のピカ市」

ヒジキ刈り（石部区）

富士ゼロックス(株)とのワークショップ

第３２回 中川三聖まつり

MMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTToooooooooooooooooooooowwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTooooooooooooooooooooooppppppppppppppppppppppiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiccccccccccccccccccccccMyTownTopicsssssssssssssssssssssss ～～～ まちのできごと～～～～ まちのできごとまちのできごと～～
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印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
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印

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

姉

妹

都

市

通

信

J
R
帯
広
駅
か
ら
西
へ
約
２
丼

の
住
宅
地
に
あ
る
帯
広
競
馬
場
。

体
重
約
１
亅
の
馬
が
重
り
を
載
せ

た
鉄
ソ
リ
を
引
い
て
力
と
ス
ピ
ー

ド
を
競
う
、
世
界
で
唯
一
の
「
ば

ん
え
い
競
馬
」
を
毎
週
土
、
日
、

月
曜
日
に
開
催
し
て
い
る
場
所
で

す
。
帯
広
市
の
み
の
開
催
に
な
っ

て

年
を
迎
え
、
今
で
は
家
族
連

１０
れ
等
で
に
ぎ
わ
う
観
光
ス
ポ
ッ
ト

と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。

今
月
は
夏
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
に

向
け
て
、
松
崎
町
の
皆
さ
ん
に
帯

広
競
馬
場
の
楽
し
み
方
を
紹
介
し

ま
す
。

◆
元
競
走
馬
と
触
れ
合
お
う

場
内
の
「
ふ
れ
あ
い
動
物
園
」

と
い
う
ス
ペ
ー
ス
で
元
競
走
馬
が

３
頭
暮
ら
し
て
い
て
、
触
れ
合
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。
行
事
が
あ
る

と
背
中
に
乗
れ
る
こ
と
も
。
大
き

な
体
に
皆
さ
ん
驚
か
れ
ま
す
。

◆
コ
ー
ス
沿
い
で
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン

を
楽
し
も
う

毎
年
７
～
８
月
に
行
う
「
ば
ん

え
い
十
勝
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
」。ビ
ー

ル
片
手
に
焼
肉
を
し
な
が
ら
観
戦

で
き
ま
す
。

◆
乗
馬
体
験
し
よ
う

１
人
３
０
０
円
で
５
分
程
度
の

乗
馬
体
験
が
で
き
ま
す
。
競
走
馬

を
管
理
し
て
い
る
人
等
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
行
っ
て
い
て
、
初
心
者

や
子
ど
も
で
も
安
心
し
て
利
用
で

き
ま
す
。

◆
ば
ん
馬
た
ち
を
応
援
し
よ
う

ば

体
重
は
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド
の
２
倍
。

農
耕
馬
た
ち
の
力
強
さ
を
体
感
し

て
く
だ
さ
い
。
レ
ー
ス
は
ゆ
っ
く

り
前
へ
進
む
の
で
馬
た
ち
と
併
走

し
な
が
ら
応
援
し
ま
し
ょ
う
。
勝

馬
投
票
券
は
１
０
０
円
か
ら
購
入

で
き
ま
す
（

歳
以
上
）。

２０

松
崎
町
の
皆
さ
ん
が
、
帯
広
市

へ
お
越
し
い
た
だ
く
き
っ
か
け
に

な
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。

詳
し
く
は
帯
広
競
馬
場
へ
お
問

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

姉

妹

都

市

通

信▲子どもはもちろん大人にも人気の乗馬体験

句
集
の
作
成
に
向
け
て
は
、毎

年
１
月
に
俳
句
を
募
集
し
、
集

ま
っ
た
も
の
を
採
点
し
て
掲
載

し
て
い
ま
す
。
大
沢
区
長
の
山

本
一
詞
さ
ん
は
、「
４
人
の
選

者
そ
れ
ぞ
れ
の
選
句
も
記
載
さ

れ
る
の
で
、
句
集
を
見
る
の
を

楽
し
み
に
し
て
い
る
人
も
多
い
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
松
崎
小
学
校
の
３

年
生
か
ら
６
年
生
全
員
も
俳
句

作
り
に
参
加
し
、桜
並
木
は
い
っ

そ
う
華
や
か
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
呼
び
か
け
に
は
、「
地
元

の
子
供
た
ち
が
桜
の
風
情
や
ふ

る
さ
と
の
美
し
さ
・
文
化
を
感

じ
る
き
っ
か
け
に
な
っ
て
ほ
し

い
と
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い

る
」
と
俳
句
係
の
山
本
光
信
さ

ん
が
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

今
後
は
、「
郷
土
の
偉
人
で

あ
る
依
田
勉
三
ゆ
か
り
の
帯
広

市
や
長
年
交
流
が
続
い
て
い
る

長
野
県
松
本
市
安
曇
地
区
と
の

つ
な
が
り
を
強
く
す
る
等
し
て
、

こ
れ
ま
で
続
い
て
き
た
文
化
的

遺
産
を
広
く
未
来
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
」
と
の
展
望
も
あ
る

そ
う
で
す
。

「「
桜
と
俳
句
を
愛
で
る
」文
化

「
桜
と
俳
句
を
愛
で
る
」文
化
をを
伝
え
る

伝
え
る

大
沢
区
で
は
区
の
事
業
と

し
て
、
全
国
か
ら
俳
句
を
集

め
、
竹
短
冊
に
書
い
て
大
沢

温
泉
の
桜
並
木
に
吊
る
し
た

り
、
「
大
沢
桜
祭
句
集
」
を

発
行
す
る
等
の
活
動
を
し
て

い
ま
す
。

大

沢

区

昭
和

年
春
に
、見
頃
に
な
っ

２１

た
桜
の
木
の
枝
が
折
ら
れ
な
い

よ
う
に
と
、
桜
を
愛
で
る
俳
句

を
書
い
た
竹
短
冊
を
吊
る
し
始

め
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
今

年
で

回
目
の
開
催
と
な
り
ま

７１

し
た
。

検検検検
No.1No.177

葛
幟
の
設
置
準
備

の
ぼ
り

Profile

おおさわく

俳句同好会那賀流会の活動を引き継ぎ維

持するため、竹を切って短冊を作り桜の

枝に吊るす等、大沢区を挙げて地区住民

全体の活動として事業を行っている。

大沢区長（左）と俳句係の山本氏（右大沢区長（左）と俳句係の山本氏（右））

帯
広
市
か
ら

家家
族
で
楽
し
め
る
「
帯
広
競
馬
場

家
族
で
楽
し
め
る
「
帯
広
競
馬
場
」」

帯広競馬場 0155－34－0825

ばんえい十勝 検索郭郭
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広
報
ま
つ
ざ
き

〒
四
一
〇－

三
六
九
六

静
岡
県
賀
茂
郡
松
崎
町
宮
内
三
〇
一
ノ
一

緯〈
〇
五
五
八

〉
四
二－

三
九
六
四

胃〈
〇
五
五
八

〉
四
二－

三
一
八
三

発
行

静
岡
県
松
崎
町

編
集

企
画
観
光
課

印
刷

㈲
山
本
印
刷

二十一世紀 松崎町三つの実践運動「あいさつ・返事・後しまつ」

町の人口と世帯

総人口 ７，０９４人（－６１人）

男 ３，３６４人（－３８人）

女 ３，７３０人（－２３人）

世帯数 ３，０１５戸（－１８戸）

転 入 １６人 転 出 ７５人

出 生 ５人 死 亡 ７人

（平成２８年３月３１日現在）
（ ）内は前月比

松崎町ホームページアドレス http://www.town.matsuzaki.shizuoka.jp/

二
〇
一
六
年
五
月
一
日
発
行

通
刊

第

六

二

四

号

「
ニ
セ
科
学
商
品
に
注
意
を
！
」

ススス
ト
ッ
プ
！

ススス
トト
ッ
プ
ッ
プ
！！

悪
質
商
法
被
害

悪
質
商
法
被
害

戸戸戸籍籍だよだよりり
（（３３月届出分月届出分））

人身事故 ４件 （－１）

物損事故 １１件 （－３）

死 者 ０人 （±０）

傷 者 ５人 （－２）

平成２８年３月発生分

（ ）内は前年同月比

町 の 交 通 事 故

～
あ
な
た

～
あ
な
た
もも
賢賢
い
消
費
者
に

い
消
費
者
に

～～
◯◯５５２２

松松松

崎崎

文文

芸芸

芋

咽

允

員

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

「
こ
の
水
を
飲
む
と
病
気
が
治

る
」
、
「
こ
の
布
団
に
は
腰
痛
改
善

効
果
が
あ
る
」
等
と
い
っ
て
、
訪

問
販
売
や
マ
ル
チ
商
法
あ
る
い
は

通
信
販
売
で
商
品
の
販
売
が
行
わ

れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ

う
し
た
商
品
の
勧
誘
等
で
は
、
一

見
す
る
と
効
果
が
あ
り
そ
う
に
み

え
る
実
験
ま
が
い
の
実
演
を
し
て

み
せ
た
り
、
い
か
に
も
権
威
が
あ

り
そ
う
な
有
識
者
と
思
わ
れ
る
人

物
の
推
薦
コ
メ
ン
ト
を
み
せ
る
等

し
て
、
そ
の
効
能
を
信
じ
込
ま
せ

よ
う
と
す
る
場
合
が
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。

そ
も
そ
も
、
厚
生
労
働
大
臣
の

承
認
を
受
け
て
い
な
い
商
品
に
つ

い
て
医
学
的
な
効
果
効
能
が
あ
る

と
し
て
広
告
宣
伝
を
す
る
と
薬
事

法
違
反
と
な
る
こ
と
か
ら
、
こ
う

し
た
事
例
で
は
セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク
と

は
裏
腹
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
小

さ
な
文
字
で
「
医
学
的
な
効
果
は

な
い
」
旨
が
記
載
さ
れ
て
い
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
過
度
に
医
学

的
な
効
果
を
宣
伝
す
る
商
品
に
つ

い
て
は
、
す
ぐ
契
約
を
せ
ず
に
消

費
者
セ
ン
タ
ー
へ
問
い
合
わ
せ
を

す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

※この欄に掲載を希望されない場合は、
お申し出ください。

保護者性別名 前地 区

渡 邉 武 司男浩 武
ひろ む

山 口

明 幸 弘男咲 弥
さく や

金 沢

土 屋 龍 馬女心 美
ここ み

東 区

千 葉 靖 洋女莉 里 依
り り い

船 田

野 口 大 樹女美 欄
み らん

東 区

おめでとうございます（出生）

おくやみ申し上げます（死亡）

小

林

一

男

土
屋
規
矩
子

細

矢

金

治

斉
藤
み
つ
子

田

中

道

源

夏

目

和

子

石

田

宏

依
田
ふ
じ
枝

山

本

一

詞

吉
岡
う
た
子

高

橋

信

夫

松
田
美
智
子

鈴

木

基

清

水

高

子

佐

藤

亨

稲

葉

菊

恵

昼
日
中
す
る
ど
く
雉
の
二
鳴
き
す

新
品
の
地
下
足
袋
か
ろ
し
春
の
土

校
門
を
出
て
振
り
返
る
卒
業
子

追
ひ
払
ふ
こ
と
も
た
め
ら
ひ
春
の
蠅

遠
き
母
不
幸
を
悔
ゆ
る
雉
の
声

何
も
か
も
在
る
が
ま
ま
た
り
芽
木
盛
ん

雉
の
雄
縄
張
り
め
ぐ
り
大
喧
嘩

蚕
豆
の
花
に
視
ら
れ
て
畑
仕
事

疾
駆
せ
る
そ
ろ
ば
ん
の
珠
如
き
雉

雉
鳴
け
り
こ
の
世
を
ひ
た
と
見
詰
め
い
て

山
畑
に
会
う
こ
と
も
な
き
雉
勇
姿

春
の
宵
古
希
を
前
寄
せ
同
期
会

妻
を
恋
ふ
雉
の
啼
き
声
山
萌
へ
る

雉
は
恋
叶
え
叶
え
と
鳴
き
に
け
り

か
な

里
山
を
大
き
く
揺
ら
し
き
ぐ
す
鳴
く

つ
れ
ら
れ
て
卒
寿
の
ば
ば
も
花
の
下

－

俳

句－

届出人年齢氏 名地 区

福本久美子９４美 橋 修大 澤

希６６美 橋 仁宮 内

静 夫８５関 まさ江宮 内

昌 子８２佐 藤 良 昼八木山

容 子８４山 本 坂 枝西 区

操７９渡 邉 弘 栄東 区

（文と絵）司法書士 山田茂樹

【問合せ】企画観光課

（４２）３９６４

自動車税は５月３１日（火）までに

納めましょう。

納付は、お近くのコンビニ・金融

機関・郵便局ＭＭＫ設置店で！

【問合せ】下田財務事務所課税課

（２４）２０１８

自動車税のお知らせ

芋

咽

允

員

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

印
印
印
印
印
印
印
印
印

印
印
印
印
印
印
印
印
印


